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家人 か ら日頃 「あなた は外見が全 く東洋人なの

に頭 の中は ドイツ人?」 と皮 肉で言われ る。 ドイ

ツの ある会社か ら私 の勤 めてい る会社 が50年 ほ

ど前 に技術導入 をしたため、 しば しば ドイ ツに出

かけ る機会が あ り、い まで も ドイツ人の友人 がい

る。 その友人 が古 くか らミュンヘ ンの南、約150

kmの チ ロル地方 に山小屋 を借 りて持 ってい る。

何 回か誘われて数 日間ずつ過 ごした時の出来事 を

二 つだけ紹介す る。その山小屋 はインス ブル ック

を経 て、イ タ リヤ に通 じるアウ トバー ンをはるか

下 に見 る牧草地の高台にある。 山小屋 には電球 と

水 道 を除 いて、電 話 を は じめ電化 製品 は全 くな

かった。

一つ 目は夏の話。 その 日の朝、小屋 に通 じる道

路上 に水道か ら長 さ数十 メー トルの黒色 のホース

が短冊状 に往復 で並 べ られ ていた。昼過 ぎになっ

て彼 は裸 にな り、全身 にシャボンをこす りつけた

後、太陽で暖め られたホー スか ら出 る温水 で石鹸

を洗 い流 した。 山小屋 での生活 は10日 、20日 、

1ヶ 月の単位 であ り、 日本人 ならば自宅 に戻 って

お風 呂に入 ってか らまた山小屋 に出直 して くる と

思 うが、そんな ことはしない。寒い時期 になる と

複数の部屋 の角が煙道 になって暖め られるペ ーチ

カ風の暖房設備 になってい る。燃料 には薪 を使 う

が、農場 主の許可 を得て近隣の山々の枯れ木 を夏

の うち に集 めて、薪作 りをす る。それを手伝 った

こ ともあ る。

二つ 目は冬 の話。山小屋か らの帰 り支度 の とき

凍 結防止 のため水道の水 を落 とした り、吹雪対策

で木 の防風窓 を閉 めるな どの作業が終わ るの を待

ちなが ら、私 は多少気 を利 か したつ もりで、車の

暖気運転 を した。 日本で は寒 い ときな どエ ンジン

が突然止 まる ことが あ り、アイ ドリングは常識 と

思 っていたが、彼がや って きて 「とんで もない こ

とを して くれた。現代 の車 にアイ ドリングは必要

がない。」と言 う。その車 は 日本製で4輪 駆 動のス

バ ル車 だった。 その ころ4輪 駆動 は珍 しか った。

雪の山道 でその車の性能 の良 さには ドイツ車が追

いついていない と彼 は言 っていた。 日本人の 自分

が知 らない ことを ドイ ツ人 が評 価 して くれ てい

る。 ようや くアイ ドリングは無駄で あるこ とも納

得 した。

この二つ の話 を読 まれて、 あの高級車の ドイ ツ

のイメー ジ と落差 があ り、私 の友人 は少 し変わ り

者 ではないか と思 う人 もいるか もしれ ない。そ こ

で 日本 の日常の生活 と現在 の ドイツ人の生活 の違

いを少 し述べて、私の友人が変わ り者で はない こ

とを理解 していただ こう。

私 は群馬 県の田舎 に住み、2kmの 田んぼ道 を

歩 いて通勤 してい るが、寒 い季節 になる と、途 中

の家々の駐 車場 で は車 の暖気運転 をしてい る。3

分間手袋 をしてハ ン ドル を握 っていれ ば車 内は暖

まるのだが、朝食 の時間 に延々 とエ ンジンをかけ

ている。 日本 のエネルギーの自給 率が4%で しか

ない ことを知 っている人 もいる と思 うが、それに

どんな意味があ るのかを我々 は考 えていない。 ド

イツで は基本 的 に夜 の労働 は禁止 されて い るの

で、24時 間営業 の コンビニは存在せず、スーパ ー

マーケ ッ トで買い物 をす る。 日本 で は山里 に もあ

る自販 機 は ドイ ツで は市 中 に も全 くないので、

ビール のアル ミ缶 やペ ッ トボ トル は 目につ か な

い。生 ビールは勿論ガ ラスであ り、 ビールは全 て

瓶 ビールであ り、 ジュースや飲料水 も全 てガラス

瓶で ある。最近 はガラス瓶の輸送 に費用が かか る

ので飲料用 に硬質 のペ ッ トボ トル を洗浄 して繰 り

返 し使 用す ることも始 めた ようだ。 ドイツは石炭

を除いて 日本 と同様 に資源の無 い国で、国民一人

ひ とりが米 国の浪費文化 を真似 ない意思 を持 って

い るように見 える。ドイ ツの食料 自給率(カ ロ リー

換算)が93%に 対 して、 日本 はわずか40%だ 。 そ

れなのにコ ンビニ などで は賞味期限 と称 して輸入

した食糧 の30%が 捨 て られ ている とい う。際立 っ

たムダの一 つは食料 品の過剰包装 だ。私の住んで

い る町に も昔か ら有名 な煎餅 がある。以前 は10枚

を簡素 な紙で包んでいたが、今 は時代の風潮 に乗

り一枚一枚 ビニールで包装 され、 中味 は見 えず、

高級煎餅 のようにみせか け、しか も中包 み、外箱 、

包装紙 そ して手提 げ袋 と5重 包装 になった。それ

が 日本文化 と言 う人 もい るが、 目に余 る小 さなム

ダを見直 し、公共施設 の充実や断熱住宅な ど耐久
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性 のあ る方 向に振 り向 けたい ものだ。

ドイツ人 は、未来 に向 ってあ る決心 を している

ように見 える。その一つの証 拠が 自然 エネルギー、

とりわ け太陽電池で発電 した電力 を高 く買 い取 る

「固定価 格買 い取 り制度 」 を法律 に して い るこ と

だ。5年 前 に発足 した時 には我 々が購入す る価格

の3倍 程度 で、電力会社 が買い取 っていた。太陽

電池の普及 に よって太陽電池の価格 が下が り、多

くの人 が買 えるようになる。50年 後 には石油 も天

然ガス も確実 に減 ってい る。我 々が行政 にいろい

ろ要求 するのは当然だが、それ以前 に一人 ひ とり、

あるいはお互 いに話 し合 って消費 についての自覚

を高め合 ってい くことが大切 ではないだろ うか。

この ような低消費(低 エネルギー)社 会 の実現

が 自然保護 ・保全 につ なが る。
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